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｢蛋白質一 配列空間と構造空間におけるダイナミクス-1
いくつかの実験結果から､培養中に大腸菌が合成したグルタミンを漏
らしているのではないかと考えている｡そうすると､ほかの菌が漏れ出してき
たグルタミンを利用して共存するのである｡このような相互作用を弱くするた
めに､菌体密度を千分の-以下にして培養を試みた｡すると､共存状態は壊れ
て､単独種だけの勝ち残りになった｡変異型酵素の共存は菌体間相互作用によ
る現象なのである｡
以上の結果から､酵素分子の進化を考察すると以下のようになる｡ま
ず､進化初期段階では､生物集団の密度が低いため､相互作用も弱く､それぞ
れの個体の能力によって進化が起こる｡よって､酵素分子も最適化が進むであ
ろう｡しかしながら､このような過程で利用できる餌が増えて､集団密度が上
がってくると､相互作用が働きだす｡すると､変異型酵素の共存状態なる｡結
果として､酵素分子の進化は､最適化でなくなり､様々な活性を持つ分子が共
存する多様化へと移行する｡
酵素分子は進化過程で常に最適化を受けているわけではない｡そのた
めに､変異に対して寛容性を示すのである｡
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